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部会：ごみゼロ（廃棄物） 

ごみゼロ部会では、リユース
食器の導入や、水飲み・給水
インフラ導入推進、食品ロス
の削減等に取り組んでいる 

参加団体 

NPO iPledge 
 （アイプレッジ） 

水Do!ネットワーク 認定NPO法人 
スペースふう 

地球・人間環境
フォーラム 

ごみゼロ（廃棄物）部会 

持続可能な社会を
つくる元気ネット 

地域環境デザイン
研究所ecotone 
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目指すもの 
スポーツ施設、お祭やさまざまなイベントにおいてリユース食器が日

本の文化として、定着する 

  水飲み場、水筒への給水可能なインフラをスポーツ施設や 街中に

増やし、人々の行動変化とともにレガシーとする 

リサイクル金属使用によるメダルや高度資源化、食品ロス削減に努

め、レガシーとして社会へ定着する 

問題意識 
  大規模なイベントは短期間に膨大な廃棄物が排出される。東京

2020大会では、大量生産・大量消費・大量廃棄ではなく、3Rの優先

順位に沿った様々な方法を用いて、ごみゼロを目指した大会運営

がなされるべき。東京2020大会を契機に、脱使い捨ての取り組みを

定着させ、循環型社会の構築を 



3 

2018年2月20日 
SUSPON ごみゼロ（廃棄物）部会 

使い捨て容器に替えて、繰り返し洗って使用する    

リユース食器（リユースカップ）を導入 

実現のために… 

味の素スタジアムでリユースカップ導入実証試験実施 

味スタ6耐マラソン（’17/11/4開催） 

 ・キッチンカー8店舗でアルコール飲料に導入 

 ・汎用性のあるデザイン、カップ代100円 

 ・持ち帰り率39.4％（193／490個） 

 

ジャパンラグビートップリーグ第13節サントリー対東芝(‘17/12/24)開催 

 ・スタジアム内売店5店舗と立ち売り販売員 

   ・生ビール、缶ビール＆缶チューハイ＆ハイボール 

 ・オリジナルデザイン2種類、カップ代300円 

 ・持ち帰り率85.6％（1,085／1,268個） 
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公共の場に水飲み場や水筒への給水可能なインフラ

の導入を働きかけ、利用を推進する 

実現のために… 

欧州における脱使い捨てプラスチックの取り組み調査 

水Do!キャラバンによる全国での普及啓発活動 

各ステークホルダーと連携し、廃棄物の高度資源化 

および食品ロス削減がレガシーとして社会に定着する 

東京2020大会終了後に向けた準備 

全国的な普及啓発活動 


